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ＪＡえんゆう広報誌

ひざし ２０１３.７ 罫

２０１３.７月号 №１7３

一
生
懸
命
牛
を
ひ
く
姿
に
、
来
場
さ
れ
た

方
々
か
ら
暖
か
い
声
援
が
贈
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

第
一
部

菊
地

遥
生
（
遠
軽
湯
の
里
）

第
二
部

竹
内

皓
大
（
上
湧
別
富
美
）

第
三
部

木
村

吉
里
（
生
田
原
清
里
）

第
四
部

出
品
無
し

第
五
部

竹
内

皓
大
（
上
湧
別
富
美
）

第
六
部

菊
地

健
一
（
遠
軽
湯
の
里
）

第
七
部

志
鎌

英
敏
（
上
湧
別
富
美
）

第
八
部

菊
地

健
一
（
遠
軽
湯
の
里
）

第
九
部

菊

地

牧

場
（
遠
軽
湯
の
里
）

今月の主な記事
第１３回湧別町・遠軽町ホルスタイン共進会 ２～３

平成２５年度新規就農者激励状授与式４～５

青年部子供農業体験学習 ６

青年部畑作専門部視察研修
青年部酪農専門部乳製品消費拡大ＰＲ活動 ７

上湧別玉葱振興会産地研修会
一番牧草収穫作業開始 ８

女性部畑作部会一泊視察研修
フレッシュミズ畑作班研修 ９

『交通事故ゼロを願って』
女性部交通安全看板 １０～１１

畜産課からのお知らせ １２

第１５回パークゴルフ大会お知らせ １３

遠軽厚生病院だより
「放っておくと怖い睡眠時無呼吸症候群」
ＪＡ北海道厚生連 遠軽厚生病院
耳鼻咽喉科 石田 芳也 １４～１６

ステキなカップル
湧別町５の１ 高嶋慎一さん・亜紀さん

中途採用職員紹介 １７

理事会のあらまし
読者の声 １８

クロスワードパズル
退職者挨拶 １９

蹄病講習会開催のお知らせ
いもたま作造くん ２０

表紙写真：一番牧草収穫作業の様子

第第第
一
三
回
湧
別
町
・
遠
軽
町
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
開
催

子供たちが参加して牛をリードしました

◇
共
進
会
の
主
な
結
果
◇（
敬
称
略
）

第
一
三
回
湧
別
町
・
遠
軽
町
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
が
六
月
十
五
日
、
遠
軽
町
多

目
的
広
場
（
遠
軽
町
学
田
二
丁
目
）
で
お

こ
な
わ
れ
、
え
ん
ゆ
う
管
内
の
酪
農
家
が

手
塩
に
か
け
て
育
て
た
乳
牛
三
二
頭
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
は
、
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道
十

勝
北
見
事
業
所
の
井
上
典
子
氏
が
務
め
、

月
齢
別
に
分
け
ら
れ
た
八
ク
ラ
ス
と
牧
場

ご
と
に
三
頭
一
組
で
競
う
一
ク
ラ
ス
の
合

計
九
ク
ラ
ス
で
、
体
型
の
美
し
さ
や
骨
格

の
力
強
さ
な
ど
、
乳
牛
に
求
め
ら
れ
る
美

し
さ
と
資
質
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
第
一
部
で
は
、
次
代
の
農
業
を

担
う
子
供
達
が
リ
ー
ド
マ
ン
に
な
っ
て
、

第第
一
三
回
湧
別
町
・
遠
軽
町
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
開

第
一
三
回
湧
別
町
・
遠
軽
町
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
開
催催

第
一
三
回
湧
別
町
・
遠
軽
町
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
開
催

さささと資質を競い合うささと資質を競い合さと資質を競い合ううさと資質を競い合う



デイリークイーン

本所管理課

児玉 杏子 さん（右）

中湧別支所金融課

大塚 汐莉 さん（左）

開会挨拶を述べる中川菊夫組合長

来賓を代表して祝辞を述べる
原田雅美 湧別町長

～最高位ならびに準最高位牛の名誉を讃えて～
《未経産の部》
最高位 第３部１位 ダビドソン ヒロイン レディ ゴールド

生田原清里 木村 吉里
準最高位 第３部２位 ジュウエル フォーチュン デンプシー

上湧別富美 青柳 圭介
《経産の部》
最高位 第８部１位 ジョハナ エルトン ジェイ

遠軽湯の里 菊地 健一
準最高位 第６部１位 ジョハナ サム ゴールド

遠軽湯の里 菊地 健一

ジュニアショウを兼ねた第１部では多くの

我我我が家自慢の乳牛の美し我我が家自慢の乳牛の美我が家自慢の乳牛の美しし我が家自慢の乳牛の美し

茎 ひざし ２０１３.７



ひざし ２０１３.７ 荊

今年度は４名の新規就農者に激励状が渡されました

一
人
一
人
に
激
励
状
と
記
念
品
を
手
渡
し

ま
し
た
。

新
規
就
農
者
の
皆
さ
ん
も
緊
張
し
た
面

持
ち
で
激
励
状
を
受
け
取
り
、
そ
の
後
、

一
人
ず
つ
農
業
に
対
す
る
夢
や
抱
負
を
語

り
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

次
項
で
新
規
就
農
者
の
皆
さ
ん
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
が
、
皆
様
方
に
は
地
域
に

根
差
す
新
し
い
力
に
対
し
て
、
温
か
い
ご

支
援
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

①
年
齢

②
出
身
校

③
趣
味
・
特
技

④
就
農
動
機
・
農
業
に
対
す
る
夢

北
海
道
の
農
業
・
農
村
を
担
う
一
員
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
新
し
く
農
業
に
意
欲
を

持
っ
て
取
り
組
む
新
規
就
農
者
各
位
に
対

し
て
、
道
中
央
会
・
ホ
ク
レ
ン
・
北
信
連
・

共
済
連
・
厚
生
連
で
構
成
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
五
連
は
、
毎
年
、
会
長
連

名
の
激
励
状
と
記
念
品
、
農
業
雑
誌
「
地

上
」
の
無
料
購
読
、
苗
木
の
目
録
を
贈
呈

し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
管
内
で
は
、

新
規
参
入
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
新
規
学
卒
と
そ

れ
ぞ
れ
違
う
道
か
ら
新
た
に
農
業
を
志
し

た
四
名
が
新
規
就
農
者
と
し
て
、
六
月
三

日
に
Ｊ
Ａ
本
所
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た

激
励
状
授
与
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

授
与
式
で
、
中
川
組
合
長
は
「
Ｊ
Ａ
は

皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん

も
互
い
に
励
ま
し
、
助
け
合
い
、
自
分
の

夢
に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
ほ
し
い
。」と

激
励
の
言
葉
を
新
規
就
農
者
四
名
に
贈
り
、

新
規
就
農
者
の
ご
紹
介

差差差す新規就農者４名に激励状を授与〜差差す新規就農者４名に激励差す新規就農者４名に激励状状を授与〜を授与〜差す新規就農者４名に激励状を授与〜

平平
成
二
十
五
年
度
新
規
就
農
者
激
励
状
授
与
式
開

平
成
二
十
五
年
度
新
規
就
農
者
激
励
状
授
与
式
開
催催

平平
成
二
十
五
年
度
新
規
就
農
者
激
励
状
授
与
式
開

平
成
二
十
五
年
度
新
規
就
農
者
激
励
状
授
与
式
開
催催

平
成
二
十
五
年
度
新
規
就
農
者
激
励
状
授
与
式
開
催

僭
僭
僭
僭
僭
僭
僭
僭
僭
僭
僭
僭



蛍 ひざし ２０１３.７

（
遠
軽
町
白
滝
北
支
湧
別

新
規
参
入
）

畑
作
（
馬
鈴
薯
・
甜
菜
・
秋
小
麦
・
と

う
も
ろ
こ
し
）

（
遠
軽
町
清
川

新
規
学
卒

石
山
幸

一
さ
ん
後
継
者
）

酪
農

臼

歳
２３

渦
酪
農
学
園
大
学

嘘
ス
キ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

唄
規
模
拡
大
、
搾
乳
牛
一
〇
〇
頭
規
模

を
目
標
に
繁
殖
成
績
の
向
上
と
事
故

・
死
亡
牛
の
軽
減
を
目
指
し
ま
す
。

（
遠
軽
町
豊
里

Ｕ
タ
ー
ン

鈴
木
和

弘
さ
ん
後
継
者
）

酪
農

臼

歳
２４

渦
名
寄
農
業
高
校

嘘
ド
ラ
イ
ブ
、
音
楽
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ

唄
小
さ
い
頃
か
ら
酪
農
関
係
の
仕
事
を

し
て
、
い
つ
か
実
家
で
就
農
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て

来
る
前
は
、
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
で
酪
農
ヘ

ル
パ
ー
を
し
て
、
技
術
的
に
も
精
神

的
に
も
大
き
く
成
長
出
来
た
の
で
、

こ
の
経
験
を
生
か
せ
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
将
来
的
に
は
牛
舎
を
新
築

し
て
、
牛
が
過
ご
し
や
す
く
、
作
業

が
し
や
す
い
環
境
を
作
り
た
い
で
す
。

臼

歳
３４

渦
法
政
大
学

嘘
カ
メ
ラ
、
パ
ソ
コ
ン
、
ア
ウ
ト
ド
ア

唄
北
海
道
で
の
農
業
に
憧
れ
、
一
念
発

起
し
新
規
就
農
の
道
を
選
択
し
ま
し

た
。
一
日
も
早
く
諸
先
輩
農
家
の
方

々
に
追
い
付
け
る
様
、
精
進
い
た
し

ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

臼

歳
３２

渦
立
命
館
大
学

嘘
料
理
・
手
作
り

唄
自
然
と
家
族
と
と
も
に
暮
ら
し
、
食

べ
物
を
生
産
す
る
農
業
と
い
う
仕
事

に
憧
れ
、
こ
の
世
界
に
飛
び
込
み
ま

し
た
。
学
ば
な
い
と
い
け
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す
の
で
、
ま
ず
は
日
々
の

農
作
業
を
き
ち
ん
と
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

江
面
暁
人
・
陽
子
さ
ん

陽

子

さ
ん

夢夢夢 応援します 〜えんゆう管内に根夢夢 応援しま夢 応援しますす 〜〜えんゆう管内にえんゆう管内に根根夢 応援します 〜えんゆう管内に根

暁

人

さ
ん

鈴
木

竜
一

さ
ん

石
山

貴
博

さ
ん



ひざし ２０１３.７ 計

南瓜の植付方法を部員の長谷川雄基くん（上湧別屯田市街地）から教えてもらう子供たち

上上上湧別小学校４年生１３名と一緒に植付作業上上上湧別小学校４年生１３名と一緒に植付作業上湧別小学校４年生１３名と一緒に植付作業

植
え
方
や
土
の
掛
け
方
な
ど
を
教
え
て
も

ら
っ
た
後
、
部
員
た
ち
に
助
け
て
も
ら
い

な
が
ら
、
作
物
の
植
え
付
け
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

秋
に
は
、
子
供
た
ち
が
自
分
で
収
穫
と

加
工
、
調
理
実
習
ま
で
お
こ
な
い
ま
す
。

今
年
は
、
ド
ン
菓
子
や
い
も
団
子
、
南

瓜
団
子
を
作
る
予
定
し
て
お
り
、
今
回
の

体
験
学
習
を
通
じ
て
、
子
供
た
ち
に
農
業

と
食
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
え
れ
ば
幸

い
で
す
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
が
上
湧
別
小
学
校
の
四
年

生
と
毎
年
お
こ
な
っ
て
い
る
子
供
農
業
体

験
学
習
が
、
六
月
六
日
に
同
校
横
の
町
有

地
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
子
供
た
ち
は
総
合
学
習
の
一

環
と
し
て
、
一
年
間
、
地
域
の
歴
史
を
学

び
な
が
ら
、
馬
鈴
薯
と
南
瓜
、
と
う
も
ろ

こ
し
の
三
品
目
を
作
物
の
成
長
を
観
察
し
、

圃
場
の
草
取
り
な
ど
の
管
理
と
栽
培
を
お

こ
な
い
ま
す
。

当
日
は
、
青
空
の
下
で
開
催
さ
れ
、
子

供
た
ち
は
青
年
部
員
か
ら
作
物
の
説
明
と

子
供
農
業
体
験
学
習
開
催

部員たちも馬鈴薯の植付を手伝います

とうもろこしの種に興味津々？
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鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

Ｊ
Ａ
青
年
部
畑
作
専
門
部
は
、
六
月
二

十
日
か
ら
二
十
一
日
に
視
察
研
修
を
部
員

一
〇
名
が
出
席
の
も
と
開
催
し
、
タ
キ
イ

種
苗
株
式
会
社
長
沼
研
修
農
場（
長
沼
町
）

と
キ
リ
ン
ビ
ア
パ
ー
ク
千
歳
工
場
（
千
歳

市
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
タ
キ
イ
種
苗
株
式
会
社

で
は
、
種
子
な
ど
の
説
明
と
あ
わ
せ
て
、

作
物
別
に
効
果
的
な
防
除
方
法
な
ど
を
教

え
て
い
た
だ
き
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
訪
れ
た
キ
リ
ン
ビ
ア
パ
ー
ク
千

歳
工
場
で
は
、
ビ
ー
ル
の
製
造
か
ら
出
荷

ま
で
の
行
程
を
見
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
普
段
何
気
な
く

飲
ん
で
い
る
ビ
ー
ル
が
製
造
し

て
い
る
様
子
を
部
員
各
位
も
興

味
深
く
見
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
札
幌
市
内
に
宿

を
取
り
、
部
員
同
士
で
親
睦
を

深
め
つ
つ
、
盛
会
の
う
ち
に
研

修
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
酪
農
専
門
部
で
は
、
六
月

九
日
に
遠
軽
町
丸
瀬
布
平
和
山
公
園
で
開

催
さ
れ
た
「
ま
る
せ
っ
ぷ
藤
ま
つ
り
」
で

毎
年
実
施
し
て
い
る
乳
製
品
消
費
拡
大
の

Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
今
年
も
牛
乳
五
〇
〇

個
の
無
料
配
布
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
肝
心
の
「
藤
」
が
春
先
の
低

温
で
開
花
が
遅
れ
て
い
た
の
が
残
念
で
し

た
が
、
天
気
に
恵
ま
れ
た
会
場
に
は
地
元

な
ら
び
に
各
地
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
て
お
り
、
午
前
一
一
時
か
ら
、

青
年
部
員
が
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

前
で
「
美
味
し
い
牛
乳
を
ぜ
ひ

味
わ
っ
て
下
さ
い
！
」
と
配
り

始
め
る
と
、
多
く
の
方
々
か
ら

「
こ
っ
ち
に
も
来
て
～
！
」と
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
、
開
始
後

一
〇
分
ほ
ど
で
無
く
な
る
賑
わ

い
を
み
せ
、
盛
会
の
う
ち
に
終

了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

タキイ種苗で研修を受ける部員各位

まま
る
せ
っ
ぷ
藤
ま
つ
り
で
牛
乳
五
〇
〇
個
を
無
料
配

ま
る
せ
っ
ぷ
藤
ま
つ
り
で
牛
乳
五
〇
〇
個
を
無
料
配
布布

青
年
部
員
が
乳
製
品
消
費
拡
大
を
Ｐ
Ｒ

青
年
部
員
が
乳
製
品
消
費
拡
大
を
Ｐ
Ｒ
！！

多くの方々に乳製品消費拡大をＰＲ出来ました

青青
年
部
畑
作
専
門
部
視
察
研
修
開

青
年
部
畑
作
専
門
部
視
察
研
修
開
催催
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上
湧
別
玉
葱
振
興
会
は
、
六
月
二
十
七

日
、
え
ん
ゆ
う
農
協
が
全
国
に
出
荷
す
る

玉
葱
を
仕
入
・
卸
売
す
る
全
国
の
卸
売
市

場
担
当
者
、
関
係
団
体
各
位
、
玉
葱
生
産

者
各
位
あ
わ
せ
て
一
〇
八
名
が
出
席
し
て
、

産
地
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

開
会
挨
拶
で
花
木
慶
喜
会
長
は
、
「
日

頃
か
ら
上
湧
別
産
玉
葱
を
扱
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
全
国
の
市
場
担
当
者
に
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
生
産
者
も

良
質
な
玉
葱
を
出
荷
し
て
い
く
こ
と
で
市

場
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
山
口
専

務
、
網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
遠
軽
支
所
五
十
嵐
所
長
か

ら
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
東

北
か
ら
九
州
ま
で
全
国
の
市
場

担
当
者
二
二
名
か
ら
、
市
場
に

お
け
る
昨
年
の
上
湧
別
産
玉
葱

の
評
判
と
今
年
の
市
場
動
向
な

ど
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
、

会
員
各
位
も
真
剣
な
面
持
ち
で

話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
質
疑
応
答
が
お

こ
な
わ
れ
、
生
産
者
か
ら
様
々

な
質
問
が
出
さ
れ
る
な
ど
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
盛
会
の

う
ち
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

全国の市場担当者からの生の声を聞かせてもらいました

上
湧
別
玉
葱
振
興
会
産
地
研
修
会
開
催

一
番
牧
草
の
収
穫
作
業
が
ス
タ
ー
ト

六
月
中
旬
か
ら
始
ま
っ
た
一
番
牧
草
の

収
穫
作
業
が
、
澄
み
渡
る
よ
う
な
青
空
の

下
、
各
地
区
で
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

酪
農
家
に
と
っ
て
、
毎
年
こ
の
時
期
に

収
穫
し
た
一
番
牧
草
の
品
質
の
出
来
、
不

出
来
が
今
後
一
年
間
の
乳
量
な
ど
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
重
要
な
作
業
に

な
り
ま
す
。

酪
農
家
は
、
栄
養
価
が
高
く
て
、
牛
が

好
ん
で
食
べ
る
餌
に
す
る
た
め
に
、
毎
日

の
天
気
予
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
刈
り

取
っ
た
牧
草
が
雨
に
当
ら
な
い
よ
う
に
収

穫
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
回
、
取
材
し
た
Ｊ
Ａ
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
で
の
収
穫
作
業
で
は
、
広
大
な
採
草

地
で
刈
り
取
り
時
期
を
迎
え
た
牧
草
が
、

モ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

で
刈
り
取
ら
れ
た
後
、
自

走
式
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
で
収

穫
し
、
次
々
と
や
っ
て
く

る
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
荷

台
に
素
早
く
積
み
込
ん
で

い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
収

穫
作
業
で
は
、
七
月
上
旬

ま
で
に
一
日
当
た
り
約
二

〇

、
合
計
約
二
二
〇
〇

haの
収
穫
作
業
が
お
こ
な

haわ
れ
る
予
定
で
す
。

次々と刻まれた牧草がダンプトラックに積み込まれていきます

（写真は６月２９日。上湧別旭の佐藤直行牧場での収穫風景）
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Ｊ
Ａ
女
性
部
畑
作
部
会
は
、
六
月
十
七

日
か
ら
十
八
日
に
一
泊
視
察
研
修
を
部
員

二
〇
名
が
出
席
の
も
と
開
催
し
、
札
幌

ド
ー
ム
（
札
幌
市
清
田
区
）
と
キ
ッ
コ
ー

マ
ン
株
式
会
社
北
海
道
工
場
（
千
歳
市
）

に
行
き
ま
し
た
。

初
日
に
訪
れ
た
札
幌
ド
ー
ム
は
、
北
海

道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
コ
ン
サ
ド

ー
レ
札
幌
の
本
拠
地
で
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
、
選
手
た
ち
が
使
う
ロ
ッ

カ
ー
ル
ー
ム
や
ブ
ル
ペ
ン
な
ど
、
普
段
立

ち
入
り
出
来
な
い
場
所
も
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
自
由
行

動
と
し
、
各
々
買
物
な
ど
を
楽
し
ん
だ
後

は
全
員
で
夕
食
を
い
た
だ
き
、
楽
し
い
夜

を
過
ご
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
千
歳
市
に
あ
る
キ
ッ
コ
ー

マ
ン
株
式
会
社
北
海
道
工
場
を
視
察
し
ま

し
た
。
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
は
、
日
本
人
の
生

活
に
深
く
根
差
し
て
い
る
し
ょ
う
油
を
中

心
と
す
る
調
味
料
の
食
品
メ
ー
カ
ー
で
す

が
、
今
回
、
工
場
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ

き
し
ょ
う
油
の
歴
史
か
ら
、
実
際
に
し
ょ

う
油
の
製
造
工
程
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ＪＪ
Ａ
女
性
部
畑
作
部
会
一
泊
視
察
研
修
開

Ｊ
Ａ
女
性
部
畑
作
部
会
一
泊
視
察
研
修
開
催催

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
畑
作
班
は
、
六
月
十

一
日
に
ひ
が
し
も
こ
と
乳
酪
館
（
大
空
町

東
藻
琴
）
で
研
修
会
を
開
催
し
、
部
員
一

五
名
が
出
席
し
て
、
バ
タ
ー
を
手
づ
く
り

す
る
加
工
体
験
実
習
を
し
ま
し
た
。

バ
タ
ー
を
手
づ
く
り
す
る
に
は
、
牛
乳

に
塩
と
生
ク
リ
ー
ム
を
入
れ
て
撹
拌
す
る

だ
け
で
出
来
る
の
で
す
が
、
実
際
に
体
験

し
て
み
る
と
瓶
に
入
っ
た
牛
乳
を
振
り
続

け
て
も
す
ぐ
に
は
分
離
し
て
く
れ
ず
、
出

席
者
全
員
が
汗
を
か
き
な
が
ら
一
〇
分
か

ら
一
五
分
ほ
ど
振
り
続
け
る
と
、
や
っ
と

バ
タ
ー
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

作
っ
た
手
づ
く
り
バ
タ
ー
は
、
家
族
に

も
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
、
容
器
に
詰
め

て
持
ち
帰
り
し
ま
し
た
。

加
工
体
験
実
習
を
終
了
し
た
後
は
、
北

見
に
立
ち
寄
り
、
各
々
昼
食
と
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
を
楽
し
み
、
盛
会
の
う
ち
に
研
修
を

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

みみ
ん
な
で
“
手
づ
く
り
バ
タ
ー
体
験
”

み
ん
な
で
“
手
づ
く
り
バ
タ
ー
体
験
”

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
畑
作
班
研
修
会
開

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
畑
作
班
研
修
会
開
催催

札幌ドームで記念撮影

キッコーマンではしょう油の歴史と製造工程
などについて教えてもらいました

バターの手づくり体験の様子（写真上下）

軽 ひざし ２０１３.７



今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
上
湧

別
地
区
の
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
女
性
部
・
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
部
員
各
位
が
農
作

業
等
大
変
忙
し
い
中
、
交
通
安
全
・
農

作
業
事
故
の
防
止
を
呼
び
か
け
る
看

板
を
作
成
・
設
置
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

看
板
は
上
湧
別
地
区
内
十
二
ヵ
所

に
設
置
さ
れ
、
裏
表
計
十
七
枚
の
絵

柄
が
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
に
飛
び
込
ん

で
き
ま
す
。

皆
様
方
も
安
全
運
転
で
交
通
事
故

ゼ
ロ
に
ご
理
解
ご
協
力
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 女

性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
手
作
り
看
板
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

交交
通
事
故
ゼ
ロ
を
願
っ

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
願
っ
てて

交交
通
事
故
ゼ
ロ
を
願
っ

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
願
っ
てて

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
願
っ
て

渦旭女性部臼旭女性部

ひざし ２０１３.７ 頚

丑５の２女性部
フレッシュミズ

碓５の３女性部

至 湧別至 遠軽

交通安全看板 設置マップ

１１００１１１１

１１２２

１１５５

１１４４

１１３３

１１６６
１１７７

５５

１１

４４

２２

３３

６６

８８

９９７７

迂屯市女性部

安全運転よろしくお願いいたしま安全運転よろしくお願いいたしますす
（写真：旭女性部の看板設置風景（写真：旭女性部の看板設置風景））



卯５の１フレッシュミズ

窺５の１女性部

鶏 ひざし ２０１３.７

宇４の２女性部

吋４の１女性部

鵜５の１フレッシュミズ右４の１フレッシュミズ

陰上富美女性部 羽４の３女性部隠富美女性部

雨５の１女性部韻札富美女性部

烏４の２フレッシュミズ
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＝畜産課からのお知らせ＝

家家畜排せつ物等・堆肥舎家畜排せつ物等・堆肥舎のの
適正管理をお願いいたしま適正管理をお願いいたしますす

毎年、サイロや尿溜、タンク等の中に入り、酸素欠乏症・硫化水素中毒

などに起因する死亡事故が発生しております。

当該箇所には立ち入らない、やむを得ず立ち入るときは下記事項を十分

実施するようお願い申し上げます。

煙あらかじめ十分に換気する

煙安全を確保した上で、ガスおよび酸素濃度を測定して安全を確認する

煙作業中も常時十分な換気を実施する

煙作業中も常時ガスおよび酸素濃度の測定を継続する

煙作業するときは必ず監視人等を配置する

「家畜排せつ物法」では、家畜排せつ物の適正な管理（処理や保管）が

求められております。

また、処理水（廃棄生乳等）による水質汚濁には十分留意され、適正な

管理をお願い申し上げます。

煙家畜排せつ物等の河川、側溝等への流失に留意下さい

煙堆肥の野積みはしないようお願いいたします

煙一時堆積するときは流出しないようシート等で覆って下さい

煙堆肥舎には堆肥以外のものを入れないで下さい

許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許

酸酸素欠乏症等に注意酸素欠乏症等に注意！！酸酸素欠乏症等に注意酸素欠乏症等に注意！！酸素欠乏症等に注意！
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第１５回パークゴルフ大会競技方法と注意事項

◎開催月日 平成２５年７月１２日（金） 受付開始 ９時３０分（開会式９時４０分）

競技開始 １０時

【競技方法】

１．コースは３コース２７ホールで行います。各自コースは、組み合わせ表の上に記入

しております。

２．スタートは、白樺Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの４コースよりスタート。尚、コースについては、

出来るだけ過去のコースと重複しないよう配慮しております。

３．２７ホールストロークプレー、ＯＢ２打加算、空振りは１打にカウントしません。

４．８打で打切りとします。（７打目で入らない場合プレー終了、従ってスコア表に９

以上の数字は入りません。）

【マーカー】

１．過去の成績及び事務局の判断でマーカーを選びます。

２．マーカーは自分の組のメンバーを確認して下さい。

一組が二人になった場合、コース担当職員の指示に従って下さい。

３．マーカーはプレー終了後、同組のスコアを確認し、受付担当職員に提出して下さい。

【表 彰】

１．個人（男子、女子）〜優勝、準優勝、３位〜１０位、特別賞としてベスグロ賞・飛

び賞（１０位ごと）・ＢＢ賞、ホールインワン、アルバトロス

２．同スコアの場合は、○１ＨＣ上位、○２年齢上位の順とします。

３．個人参加賞として弁当と飲み物を用意しておりますので、プレー終了後随時受け取

って下さい。都合で早く帰る方は、担当職員にその旨伝えてお持ち帰り下さい。

４．ホールインワン、アルバトロスを達成した人は受付に申し出て下さい。

※団体表彰について、農事部長会議で協議の結果、例年対象農事部が限定されること

や親睦を目的の個人競技であること等から、本年度から行わないこととしましたの

で、ご理解願います。

【その他】

１．同伴競技者のためにも、スタート時間は厳守して下さい。

２．過去５年間の大会成績をもとに、本大会オリジナルのＨＣを設定します。設定基準

は以下の通りです。

○１５年間のベストスコアーのアンダー分に、０.８をかけて算出し、最高２０とする。

○２過去の成績がない方は、０とします。

３．スティック、ボールを借りた方は、必ず返却願います。

４．コース内でタバコの吸殻、空き缶、飴やガムの包み紙等は、絶対に投げ捨てないで

下さい。

５．コース移動、ホール移動は速やかに行って下さい。

６．長靴等かかとの高い靴は禁止です。

７．券売機から入場券は買わないで下さい。また、シーズン券をお持ちの方は当日受付

に申し出下さい。

※雨天中止の場合

当日出席された方により、ジャンケンで景品を決定します。
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無
呼
吸
発
作
の
前
後
に
大
き
な
い
び
き

を
か
く
方
が
多
い
た
め
、
い
び
き
を
か
い

て
寝
て
い
る
方
は
要
注
意
で
す
。
働
き
盛

り
の

歳
以
上
の
男
性
に
多
く
、
仕
事
効

４０

率
の
低
下
、
ミ
ス
、
時
に
は
社
会
的
に
重

大
な
事
故
、
交
通
事
故
（
無
呼
吸
患
者
は

交
通
事
故
を
起
こ
し
や
す
い
［
図
２
］
）
に

つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
潜
在
患
者

く
し
て
再
び
入
眠
す
る
こ
と
で
、
ま
た
無

呼
吸
に
陥
り
ま
す
。
重
症
に
な
れ
ば
一
晩

中
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
な
が
ら
寝

て
い
る
事
に
な
り
ま
す
。
言
い
換
え
る
な

ら
ば
寝
な
が
ら
一
晩
中
、
何
度
も
素
潜
り

を
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

単
純
に
呼
吸
が
止
ま
る
だ
け
で
な
く
、

何
度
も
覚
醒
状
態
に
な
る
た
め
、
眠
り
が

浅
く
な
り
、
悪
い
睡
眠
に
よ
る
全
身
症
状

が
発
現
し
ま
す
。

煙
睡
眠
中
の
症
状‥

無
呼
吸
、
い
び
き
、

過
眠
と
不
眠
、
異
常
行
動
、

煙
覚
醒
中
の
症
状‥

昼
間
の
傾
眠
、
起

床
時
の
頭
痛
、
起
床
時
の
口
内
乾
燥
、

咽
頭
痛
、
精
神
症
状

煙
合
併
症
［
図
１
］‥

高
血
圧
、
心
脳
血

管
疾
患
、
糖
尿
病
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群

会
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

そ
ん
な
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
早
期

発
見
、
診
断
、
治
療
に
つ
い
て
、
簡
単
に

ご
紹
介
し
ま
す
。

１
９
７
６
年
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の

ギ
ル
ミ
ノ
ー
教
授
が
睡
眠
７
時
間
中
に
持

続
時
間

秒
以
上
の
換
気
の
停
止
状
態
が

１０

回
以
上
存
在
す
る
も
の
を
睡
眠
時
無
呼

３０吸
症
候
群‥

Ｓ
Ａ
Ｓ（sleep

a
pnea

sy
nd
r

o
m
e

）
と
定
義
し
ま
し
た
。
睡
眠
時
無
呼

吸
の
方
は
、
入
眠
に
よ
っ
て
筋
緊
張
が
低

下
し
気
道
が
閉
塞
す
る
こ
と
で
無
呼
吸
が

発
生
し
ま
す
。
無
呼
吸
に
よ
り
血
中
の
酸

素
飽
和
度
が
ど
ん
ど
ん
低
下
し
、
交
感
神

経
活
性
が
亢
進
す
る
こ
と
で
、
脳
波
上
は

覚
醒
状
態
（
本
人
は
寝
て
い
る
）
と
な
り

呼
吸
が
再
開
し
ま
す
。
そ
の
後
、
し
ば
ら

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と

は
、
睡
眠
中
に
無
呼
吸
あ
る

い
は
低
呼
吸
が
出
現
し
、
日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
病

気
で
す
。
日
中
の
眠
気
や
全

身
倦
怠
感
が
主
な
症
状
で
す

が
、
自
覚
症
状
が
な
い
人
も

多
く
、
症
状
に
乏
し
い
か
ら

と
い
っ
て
放
置
す
る
と
高
血

圧
症
や
冠
動
脈
疾
患
、
脳
血

管
障
害
、
心
不
全
、
糖
尿
病

の
危
険
因
子
と
な
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
は
個
人
の
健
康
被
害

を
も
た
ら
す
だ
け
な
く
、
新

幹
線
の
運
転
士
に
よ
る
居
眠

り
事
件
の
よ
う
に
、
重
大
な

事
件
事
故
を
引
き
起
こ
し
社

遠軽厚生病院だより

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

遠
軽
厚
生
病
院

耳
鼻
咽
喉
科

石

田

芳

也

放
っ
て
お
く
と
怖
い

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と
は

睡眠時無呼吸症候群の合併症

図１

は
じ
め
に
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数
は
非
常
に
多
く
日
本
で
は
人
口
の
１−

２
%
が
睡
眠
時
無
呼
吸
患
者
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
診
断
が
つ
い
て
適
切
な
治
療
を

受
け
て
い
る
の
は
睡
眠
時
無
呼
吸
患
者
全

体
の

%
以
下
と
さ
れ
て
い
ま
す［
図
３
］。

１０

い
び
き
を
健
康
の
シ
ン
ボ
ル
で
は
な
く
、

む
し
ろ
病
気
と
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
る
こ

と
を
主
張
し
た
の
は
、
実
は
日
本
の
耳
鼻

咽
喉
科
開
業
医
で
あ
っ
た
故
・
池
松
武
之

亮
先
生
が
世
界
で
初
め
て
で
す
。
そ
の
池

松
先
生
が
い
び
き
を
手
懸
け
る
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
い
び
き
の
た
め
に

一
夜
に
し
て
離
婚
さ
れ
る
は
め
に
陥
っ
た
、

一
人
の
若
い
女
性
患
者
の
経
験
で
し
た
。

昭
和

年
の
春
、
池
松
先
生
の
医
院
を

２７

若
い
女
性
と
そ
の
母
親
が
訪
れ
ま
し
た
。

涙
に
く
れ
る
そ
の
女
性
は
２
日
前
に
結
婚

し
、
そ
の
夜
の
い
び
き
の
た
め
に
離
婚
を

宣
告
さ
れ
た
の
で
す
。
彼
女
は
東
京
の
大

学
病
院
を
２
軒
回
っ
て
、
窮
状
を
訴
え
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
当
時
い
び
き
は
ま

と
も
に
相
手
に
し
て
も
ら
え
ず
、
親
子
は

困
り
は
て
て
池
松
先
生
の
も
と
を
訪
れ
た

の
で
す
。

池
松
先
生
も
初
め
て
の
体
験
で
、
何
を

ど
う
し
て
良
い
も
の
か
ま
っ
た
く
判
り
ま

せ
ん
。
け
れ
ど
も
そ
の
女
性
の
の
ど
を
観

察
し
て
、
池
松
先
生
は
ふ
と
気
付
い
た
の

で
す
。
女
性
の
の
ど
は
、
の
ど
ち
ん
こ

（
口
蓋
垂
）
の
両
脇
の
粘
膜
が
幅
広
く
、
ま

る
で
水
掻
き
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
た

の
で
す
。

こ
の
部
分
の
粘
膜
が
呼
吸
の
際
に
振
動

し
、
い
び
き
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
か

も
知
れ
な
い
。
そ
う
考
え
た
池
松
先
生
は
、

親
子
の
了
解
を
得
て
そ
の
粘
膜
の
切
除
手

術
を
行
な
い
ま
す
。
な
に
し
ろ
世
界
で
初

め
て
の
挑
戦
で
す
。
池
松
先
生
は
心
配
で
、

そ
の
夜
は
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
１
週
間
後
の
朝
、
親
子
は
当
時

貴
重
品
だ
っ
た
野
菜
や
卵
を
リ
ヤ
カ
ー
に

積
ん
で
、
笑
顔
で
池
松
先
生
の
医
院
へ
や

っ
て
来
ま
し
た
。
手
術
は
成
功
し
、
い
び

き
は
ウ
ソ
の
よ
う
に
小
さ
く
な
っ
た
の
で

す
。
お
陰
で
一
旦
は
離
縁
さ
れ
た
も
の
の
、

こ
の
女
性
は
見
事
に
復
縁
を
果
た
し
ま
す
。

こ
の
手
術
法
は
、
口
蓋
垂
・
軟
口
蓋
・

咽
頭
形
成
術
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（U

v
u
lo
P
a
la
to

P
ha
ry
ng
o
P
la
sty

）
と
し
て
確
立
さ
れ
、

池
松
先
生
は
「
い
び
き
研
究
の
祖
」
と
し

て
、
世
界
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

そ
の
具
体
的
な
手
術
法
は
、
扁
桃
を
切

除
し
、
水
掻
き
状
に
な
っ
た
粘
膜
を
切
除
、

縫
合
の
後
に
口
蓋
垂
を
切
り
縫
い
付
け
る

と
い
う
方
法
で
す
。

現
在
で
は
こ
の
手
術
は
、
レ
ー
ザ
ー
を

使
用
し
て
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

れ
は
Ｌ
Ａ
Ｕ
Ｐ（L

a
se
r
A
ssiste

d
U
v
ula

P
a
la
topla

sty

）
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
狭
く

な
っ
て
い
る
気
道
を
拡
大
し
て
や
る
手
術

の
基
本
理
念
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
で
開
発
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
治
療
方

法
は
、
睡
眠
時
無
呼
吸
に
対
す
る
手
術
治

療
と
し
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
時
代
も
あ
り

ま
し
た
が
、最
近
は
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ（C

on
tin
u
ou
s

P
ositiv

e
A
irw
a
y
P
ressure

）（
持
続
陽
圧

呼
吸
療
法
）
を
代
表
と
す
る
体
へ
の
侵
襲

負
担
の
少
な
い
、
痛
く
な
い
治
療
法
を
選

択
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

睡
眠
時
無
呼
吸
を
起
こ
す
疾
患

煙
鼻
、
副
鼻
腔

鼻
ア
レ
ル
ギ
ー
、
鼻

中
隔
彎
曲
症
、
慢
性
副
鼻
腔
炎
、
鼻

茸
、
肥
厚
性
鼻
炎
、
外
鼻
孔
狭
窄

煙
上
咽
頭

ア
デ
ノ
イ
ド
増
殖
症
、
後

鼻
孔
閉
鎖
、
上
咽
頭
腫
瘍

煙
中
咽
頭

口
峡
形
態
異
常
、
口
蓋
扁

桃
肥
大

煙
下
咽
頭
、
喉
頭

喉
頭
蓋
奇
形
、
喉

頭
軟
弱
症

煙
顎
、
口
腔

小
顎
症
、
頭
部
顔
面
奇

形
、
巨
舌
症

煙
全
身
疾
患

肥
満
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群
、
甲
状
腺
機
能
低
下
症

小
児
で
は
扁
桃
肥
大
と
ア
デ
ノ
イ
ド
増

殖
症
、
成
人
で
は
肥
満
が
最
も
多
い
原
因

で
す
。
日
中
の
自
覚
症
状
（
ね
む
け
、
全

身
倦
怠
感
）
に
乏
し
い
方
も
多
く
、
肥
満

睡眠時無呼吸患者の
交通事故発生率

図２

潜在患者数は非常に多い

図３

日
本
に
お
け
る
睡
眠
時
無
呼
吸
・

い
び
き
の
研
究



ひざし ２０１３.７ 戟

に
よ
り
あ
ご
下
に
脂
肪
が
つ
い
て
あ
ご
が

浅
く
な
っ
て
き
た
人
は
要
注
意
で
す
。
あ

ご
の
小
さ
い
女
性
に
も
発
症
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
女
性
も
油
断
は
で
き
ま
せ

ん
。こ

ん
な
人
は
受
診
し
て
精
密
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

煙
い
び
き
が
う
る
さ
い
と
家
族
や
旅
行

で
指
摘
さ
れ
た
。

煙
数
年
前
か
ら
徐
々
に
体
重
が
増
え
た
。

煙
朝
起
き
ら
れ
な
い
。
熟
眠
感
が
な
い
。

起
床
時
の
頭
痛
が
ひ
ど
い
。

煙
夜
何
度
も
ト
イ
レ
に
行
く
、
目
が
覚

め
る
。

煙
日
中
眠
く
て
し
ょ
う
が
な
く
な
る
。

煙
居
眠
り
運
転
し
そ
う
に
な
っ
た
。

煙
家
族
に
睡
眠
時
無
呼
吸
の
人
が
い
る
。

睡
眠
時
無
呼
吸
の
診
断

耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
し
た
ら
、
日
中
の

眠
気
、
体
重
の
変
化
、
睡
眠
状
態
に
関
す

る
問
診
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
と
診
察
に
よ

る
鼻
と
の
ど
の
評
価
を
行
い
、
睡
眠
時
無

呼
吸
症
候
群
が
疑
わ
れ
れ
ば
、
精
密
検
査

の
予
約
を
し
ま
す
。

精
密
検
査
に
よ
る
確
定
診
断
［
図
４
］

一
泊
入
院
で
各
種
の
セ
ン
サ
ー
を
頭
か

ら
足
ま
で
着
用
し
て
睡
眠
時
の
状
態
を
評

価
し
ま
す
。
１
週
間
程
度
で
結
果
が
出
ま

す
の
で
、
後
日
、
結
果
説
明
と
治
療
の
相

談
を
行
い
ま
す
。

治
療
方
法

鼻
や
の
ど
に
問
題
が
あ
る
場
合
は
手
術

治
療
を
勧
め
る
事
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
の
方
は
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
（
持
続
陽
圧
呼
吸

療
法
）
に
よ
る
治
療
［
図
５
］
を
行
い
ま

す
。
肥
満
が
あ
る
方
は
栄
養
士
に
よ
る
食

生
活
の
指
導
も
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
（
持
続
陽
圧
呼
吸
療
法
）
と

は
鼻
に
装
着
し
た
マ
ス
ク
を
介
し
て
気
道

内
に
陽
圧
を
か
け
、
気
道
の
閉
塞
を
防
ぎ
、

無
呼
吸
を
解
消
す
る
治
療
方
法
で
す
。
自

宅
で
寝
る
前
に
マ
ス
ク
を
装
着
し
て
、
朝

起
床
後
に
外
す
だ
け
の
治
療
で
す
。
１−

２
か
月
に
一
度
通
院
し
て
も
ら
い
使
用
状

態
、
無
呼
吸
の
改
善
、
器
械
の
設
定
を
確

認
し
ま
す
。
使
用
開
始
直
後
か
ら
無
呼
吸
、

い
び
き
の
消
失
、
睡
眠
の
質
の
改
善
、
日

中
の
眠
気
の
消
失
を
実
感
で
き
ま
す
。
治

療
の
継
続
に
よ
り
日
中
の
活
動
性
が
増
加

し
、
睡
眠
時
無
呼
吸
の
一
番
の
原
因
で
あ

る
肥
満
解
消
た
め
の
運
動
を
行
い
や
す
く

な
り
ま
す
。
長
期
的
な
効
果
と
し
て
は
高

血
圧
、
心
血
管
系
の
合
併
症
、
糖
尿
病
の

改
善
効
果
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
は
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
結
果
、
か
つ
原
因
で

も
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
で
は
、
肥
満
に
よ
る

軌
道
の
狭
小
下
（
５
㎏
の
体
重
増
加
で
気

道
は
１
㎜
狭
く
な
る
）
に
よ
り
無
呼
吸
は

悪
化
し
、
無
呼
吸
に
よ
り
日
中
の
活
動
性

が
低
下
し
て
肥
満
が
悪
化
す
る
と
い
う
、

悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
訳
で
す
が
、
Ｃ
Ｐ

Ａ
Ｐ
（
持
続
陽
圧
呼
吸
）
に
よ
る
治
療
を

開
始
す
る
事
で
、
日
中
の
活
動
性
を
改
善

し
、
運
動
に
よ
っ
て
肥
満
を
解
消
す
る
こ

と
で
、
悪
循
環
か
ら
脱
出
し
や
す
く
な
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
は
、
同
居
家
族

に
よ
る
発
見
が
重
要
で
す
。
ご
家
族
に
気

に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
受
診
を
勧

め
て
く
だ
さ
い
。
生
活
習
慣
病
、
肥
満
が

あ
る
方
も
、
精
密
検
査
に
よ
る
早
期
発
見

を
お
勧
め
し
ま
す
。

最

後

に

図４

確定診断のための標準検査となります。

精密検査（一泊入院）

ＣＰＡＰ療法の治療効果

図5
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今
回
の
ス
テ
キ
な
カ
ッ
プ
ル
は
、
湧
別

町
五
の
一
の
高
嶋
慎
一
さ
ん
・
亜
紀
さ
ん

ご
夫
妻
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

Ｑ
ご
結
婚
さ
れ
た
の
は
い
つ
で
す
か
？

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
二
日

入
籍

Ｑ
知
り
合
っ
た
き
っ
か
け
は
？

慎
一
さ
ん
「
Ｋ
先
輩
に
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
っ
た
飲
み
会
」

亜
紀
さ
ん
「
北
見
で
の
飲
み
会
に
参
加

し
、
知
り
合
っ
た
。
先
輩

を
通
し
て
お
互
い
の
メ
ー

ル
交
換
を
し
ま
し
た
」

Ｑ
第
一
印
象
は
？

慎
一
さ
ん
「
す
ご
～
い
良
い
子
だ
概
」

亜
紀
さ
ん
「
私
の
話
に
耳
を
傾
け
、
隣

に
座
っ
て
い
た
厄
介
な
オ

ジ
サ
ン
か
ら
守
っ
て
く
れ

た
」

Ｑ
ひ
か
れ
た
と
こ
ろ
は
？

慎
一
さ
ん
「
気
が
利
い
て
良
く
笑
う
の

で
一
緒
に
居
て
楽
し
く
な

れ
る
」

亜
紀
さ
ん
「
マ
メ
に
メ
ー
ル
く
れ
る
し
、

足
繁
く
北
見
ま
で
会
い
に

来
て
く
れ
た
。
優
し
く
て

私
の
飼
っ
て
い
る
猫
（
な

っ
ち
ゃ
ん
）
に
も
愛
情
を

注
い
で
く
れ
た
」

Ｑ
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
言
葉
と
返
事
は
？

慎
一
さ
ん
「
こ
、
こ
れ
は
婚
約
指
輪
だ

よ
！
」

亜
紀
さ
ん
「
誕
生
日
に
指
輪
が
欲
し
い

スス
テ
キ
な
カ
ッ
プ

ス
テ
キ
な
カ
ッ
プ
ルル

スス
テ
キ
な
カ
ッ
プ

ス
テ
キ
な
カ
ッ
プ
ルル

ス
テ
キ
な
カ
ッ
プ
ル

と
強
請
り
、「
誕
生
日
プ

レ
ゼ
ン
ト
」
と
言
わ
れ
て

渡
さ
れ
た
翌
日
に
「
何
指

輪
？
」
と
聞
き
返
し
、
プ

ロ
ポ
ー
ズ
を
迫
り
、
も
ち

ろ
ん
返
事
は
「
は
い
♡
」

Ｑ
子
ど
も
は
何
人
ぐ
ら
い
欲
し
い
で
す
か
？

慎
一
さ
ん
「
二
人
～
三
人
」

亜
紀
さ
ん
「
二
人
く
ら
い
（
女
の
子
と

男
の
子
）」

Ｑ
十
年
後
の
二
人
は
？

慎
一
さ
ん
「
相
変
わ
ら
ず
良
い
夫
婦
」

亜
紀
さ
ん
「
四
〇
歳
目
前
・
・
・
。
子

供
た
ち
に
囲
ま
れ
忙
し
い

日
々
を
送
っ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
け
ど
、
夫
婦
仲

良
く
い
つ
ま
で
も
笑
顔
で

過
ご
し
た
い
」

Ｑ
最
後
に
一
言

慎
一
さ
ん
「
今
と
変
わ
ら
ず
笑
い
合
っ

て
楽
し
い
家
庭
を
築
い
て

い
こ
う
！
」

亜
紀
さ
ん
「
お
互
い
健
康
で
元
気
に
暮

ら
し
て
い
こ
う
ね
。
慎
ち

ゃ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
ね
。
地
域
の
皆
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。」

こ
の
度
、
七
月
一
日
か
ら
、
男
性
一
名

の
平
成
二
十
五
年
度
中
途
採
用
職
員
が
入

組
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
組
合
員
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

☆
質
問
事
項
☆

臼
生
年
月
日
・
血
液
型

渦
出
身
地
・
出
身
校

嘘
特
技
・
趣
味

唄
自
分
の
性
格

欝
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
の
抱
負

井

上

い
の

う
え

秀ひ
で

敏と
し

（
介
護
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
）

臼
昭
和
四
七
年
五
月
一
九
日
・
Ａ
Ｂ
型

渦
釧
路
市
・
北
見
医
師
会
看
護
専
門
学
校

嘘
趣
味
‥
釣
り

特
技
‥
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

唄
内
気
で
無
口
な
性
格
で
す

欝
組
合
員
・
利
用
者
・
地
域
の
人
々
か
ら

信
頼
さ
れ
、
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

そ
ん
な
Ｊ
Ａ
職
員
に
な
り
た
い
で
す
。

高嶋慎一さん（写真左）と亜紀さん（写真右）

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ

ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ
ࢇ

中
途
採
用
職
員
紹
介



カ
ッ
コ
ウ
、
ウ
グ
イ
ス
の
声
を
聴
き
、

庭
に
は
美
し
い
花
が
咲
き
、
山
菜
を
い

た
だ
き
、
我
が
家
の
菜
園
か
ら
も
旬
の

野
菜
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

「
あ
ぁ
～
、
美
味
し
い
！
幸
せ
！
満
足
概
」

こ
れ
ぞ
農
村
な
ら
で
は
の
特
権
で
す
よ

ね
。

（
匿
名
）

言
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
の
通
り
で
す
ね
。

私
た
ち
は
、
思
っ
た
以
上
に
農
村
の
良

さ
に
気
付
い
て
い
な
い
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
ね
。

昨
日
も
暑
い
、
今
日
も
暑
い
、
今
年

は
良
い
作
物
が
取
れ
そ
う
で
す
。（
匿
名
）

夏
は
夏
ら
し
く
が
良
い
で
す
ね
。

六
月
四
日
～
五
日
に
旭
川
護
国
神
社

祭
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
天
気
も
良
く
、

沢
山
の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
て
い
て
び
っ

く
り
。
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
方
々
の
ご

冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
二
度
と
こ
の

よ
う
な
不
幸
が
な
い
よ
う
心
か
ら
願
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
毎
年
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
匿
名
）

周
囲
が
騒
が
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
亡
く
な
ら
れ
た
英
霊
の
ご
冥
福
を

祈
る
と
と
も
に
、
平
和
な
世
の
中
が
続

く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

天
候
に
は
逆
ら
え
な
い
今
日
こ
の
頃
。

ひ
と
雨
来
な
い
か
な
と
毎
日
首
を
長
く

し
て
お
り
ま
す
が
、
予
報
も
当
た
ら
ず

が
っ
か
り
。
一
日
通
し
て
の
雨
を
待
っ

て
い
ま
す
。
皆
で
雨
乞
い
し
て
み
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
？

（
匿
名
）

あ
れ
だ
け
天
気
が
悪
か
っ
た
五
月
が

嘘
の
よ
う
に
雨
が
降
ら
な
い
で
す
ね
。

こ
の
間
、
や
っ
と
一
雨
あ
り
ま
し
た
が
、

極
端
な
天
気
は
困
り
ま
す
ね
。

か
ぼ
ち
ゃ
が
植
え
終
わ
っ
て
、
よ
う

や
く
畑
が
ふ
さ
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
雑
草
と
の
戦
い
で
す
。
病
に
倒
れ

た
仲
間
に
心
痛
め
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
回
復
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｐ
．
Ｎ

ゆ
う
の
母
よ
り
）

い
つ
も
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
病
は
い
つ
来
る
か
誰
に
も
わ
か

ら
な
い
で
す
よ
ね
。
早
く
良
く
な
る
こ

と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

読
者
の
声

第
五
回
理
事
会

（
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
六
日
）

◇
報
告
事
項

一
．
農
業
青
年
と
女
性
交
流
会
結
果
に
つ

い
て

二
．
第
十
三
回
両
町
共
進
会
結
果
に
つ
い

て

三
．
第
二
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
酪
農
対
策
委
員

会
の
結
果
に
つ
い
て

四
．
職
員
の
採
用
・
退
職
に
つ
い
て

五
．
第
一
四
半
期
余
裕
金
運
用
状
況
・
金

利
リ
ス
ク
に
つ
い
て

六
．
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

七
．
長
期
共
済
一
斉
推
進
結
果
に
つ
い
て

八
．
農
事
部
長
会
議
の
結
果
に
つ
い
て

九
．
そ
の
他

・
中
国
人
研
修
生
受
入
報
告

・
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
進
行
状
況

・
酪
農
講
習
会
（
削
蹄
）
に
つ
い
て

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
応
全
道
集
会
に
つ
い
て

◇
議

案

一
．
農
事
部
活
動
助
成
金
の
配
分
に
つ
い

て原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
．
道
検
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
平
成
二

十
四
事
業
年
度
末
改
善
状
況
等
調
書

・
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

三
．
規
定
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
．
固
定
資
産
の
取
得
お
よ
び
処
分
に
つ

い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

五
．
組
合
員
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
に
つ

い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

六
．
理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
に
つ
い

て原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理

事

会

の

あ

ら

ま

し

ひざし ２０１３.７ 激
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組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

何
か
と
ご
多
忙
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
六

月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
、
退
職
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
に
入
組
し
、
本
所
管
理

課
、
平
成
二
十
二
年
か
ら
は
（
株
）
え
ん

ゆ
う
機
械
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
こ
の
間
に
は
組
合
員
の
皆
様

を
始
め
、
役
職
員
の
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

在
職
中
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
に

数
々
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な
が
ら
も
、

至
ら
な
い
私
に
ご
指
導
と
温
か
い
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
、
そ
し
て
、
え
ん
ゆ

う
農
協
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
退
職
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

初
夏
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
六

月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
退
職
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
よ
り
本
所
金
融
課
に
勤

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
間
に
は
組

合
員
の
皆
様
を
始
め
、
役
職
員
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

在
職
中
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
私
に

わ
た
り
格
別
の
ご
指
導
と
ご
高
庇
を
賜

り
、
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
大
過
な
く
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

退
職
に
際
し
ま
し
て
は
、
皆
様
方
か

ら
暖
か
い
惜
別
や
お
励
ま
し
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
、
え
ん
ゆ
う

農
協
の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ

כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ

退

職

者

挨

拶

〜応募方法〜
応募用紙に答え・住所・氏名を明記し、

身近な話題・変わった出来事等を書き添
えてＦＡＸにてご応募下さい。
正解者の中から抽選で毎月３名の方に、

粗品をプレゼント致します。

締め切り ７月２５日（木）

６月号の答えは「ナツヤスミ」でした。
そろそろ夏本番！お身体にはご自愛下
さい。
当選者は下記の方々です。

脂

タ
テ
の
カ
ギ

１

夜
店
で
ふ
わ
ふ
わ
の

菓
子
を
買
っ

た

３

夏
に
咲
く
黄
色
い
花

７

神
棚
に
供
え
る
緑
色
の
葉

９

に
っ
こ
り
笑
う
と
へ
こ
み
ま
す

人
が
並
ん
で
作
る
も
の

１０

を
３
回
掛
け
合
わ
せ
る
と

１２

１０シ
ジ
ミ
や
ア
サ
リ
、
ハ
マ
グ
リ
な
ど

１３

お
け
や
た
る
に
は
め
る
も
の

１５

タ
ン
ポ
ポ
も
コ
ス
モ
ス
も
こ
の
仲
間

１６

激
し
く
燃
え
る
火
の
こ
と

１８

押
し
入
れ
と
部
屋
と
を
仕
切
り
ま
す

２０

世
界
三
大
珍
味
の
一
つ

香
り
高
い
き

２２

の
こ
で
す

ク
ラ
ゲ
の
体
は

％
以
上
が
こ
れ

２３

９０

紙

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

ざ
る
そ
ば
に
合
う
緑
色
の
薬
味

２

能
あ
る

は
爪
を
隠
す

４

後
ろ
の
反
対
側

５

水
金
地
火
木
土
天
海
と
い
え
ば

６

贈
り
物
に
掛
け
た
り
髪
に
結
ん
だ
り

８

雲
の

か
ら
日
が
差
す

後
か
ら
書
き
足
し
ま
し
た

１１

ゴ
ー
ヤ
ー
と
も
い
い
ま
す

１３

五
線
や
音
符
が
書
か
れ
て
い
ま
す

１４

和
服
の
袖
の
ポ
ケ
ッ
ト
代
わ
り
に
な
る

１５

部
分

大
き
な
口
と
長
い
ひ
げ
が
特
徴
で
あ
る

１７

魚奈
良
で
は
ほ
う
じ
茶
で
米
を
炊
い
て
作

１９

る
こ
と
も
あ
り
ま
す

タ
コ
が
吐
き
ま
す

２１

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズズ
ルル

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

湧 別 町 富 美

湧 別 町 開 盛

遠軽町福路３丁目

成瀬 キクイ さん
佐々木 公子 さん
新木 正 さん

１

１３

１５

１１３ １６

２０

８

２２

２

６

Ｃ

Ｂ

７

４ １４

１７

Ｅ

１８

２３

Ｄ

５

Ａ

２１

９

１０

１２

１９

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

水 上 麻 衣

平 間 理 香
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№１７３

２０１３

７７７
月号

発
行
日
平
成
２５
年
７
月
１０
日

発
行
え
ん
ゆ
う
農
業
協
同
組
合
中
川
菊
夫

編
集
営
農
課
営
農
企
画
係

印
刷
横
田
印
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＝畜産課からのお知らせ＝

えんゆう農業協同組合
酪農学園大学地域総合交流推進協議会

主催

蹄蹄蹄病講習会開催のお知らせ蹄蹄病講習会開催のお知ら蹄病講習会開催のお知らせせ蹄病講習会開催のお知らせ
先日開催した第一節に引き続き、下記日時に講習会を開催いたします

ので、多数のご出席よろしくお願い申し上げます。

日 時 平成２５年 ７月２４日（水）

１３時３０分～１５時３０分 ＪＡえんゆう本所大会議室

内 容 「酪農家における削蹄について」

酪農学園大学 獣医学群生産動物医療学

教授 獣医学博士 田 口 清 氏


